
7 2016. 3.16

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
６
千
290
円
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

　

現
金
で
納
付
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
４

月
上
旬
に
一
年
分
の
納
付
書
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。（
年
度
の
途
中
で
60

歳
に
な
る
人
は
、
60
歳
到
達
日
（
誕
生
日

の
前
日
）
の
属
す
る
月
の
前
月
分
ま
で
の

納
付
書
と
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
あ
り
ま

す
が
、
事
前
に
市
役
所
窓
口
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

○
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

　

今
年
度
か
ら
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
受

付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
請
求

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※ 

こ
れ
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一

人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹
（
②
、
④
は
戦
没
者
死

亡
当
時
に
生
ま
れ
て
い
た
人
に
限

る
。）

　

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．�

右
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族

　

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
請
求
窓
口　

福
祉
課
保
護
援
護
係

※�

手
続
き
の
際
は
、
請
求
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
も

し
く
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　知立駅周辺土地区画整理事業の工事に伴い、ふれあい広場自転車駐車場（無料）が1月31日をもって閉鎖
されました。今後は、（仮）栄1丁目自転車駐車場をご利用ください。
　なお、自転車駐車場が満車で駐車できないときは、近隣の他の自転車駐車場をご利用ください。

▶問合せ　土木課　管理係
　　　　　（☎95-0155）

※ 知立駅周辺土地区画整
理事業の進捗により、現
況道路と異なる場合が
ありますので、ご注意く
ださい。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

福
祉
課�

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
9
）

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料

の
お
知
ら
せ

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
☎
（95）
０
１
２
３
）

刈
谷
年
金
事
務
所　

�（
☎
（21）
２
１
５
９
）

自転車駐車場（無料）が移転しました
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妊
娠
に
気
づ
き
、
診
断
を
受
け
妊
娠
が

確
認
で
き
た
ら
、
す
ぐ
に
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
の

た
め
に
、
毎
月
１
回
（
妊
娠
24
週
以
降
は

２
週
間
に
１
回
、
36
週
以
降
は
１
週
間
に

１
回
）、
定
期
的
に
妊
婦
健
診
を
受
け
、

母
体
の
健
康
と
胎
児
の
成
長
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

母
子
手
帳
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し

て
い
ま
す
。
毎
週
火
・
木
曜
日
に
は
マ
タ

ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
と
し
て
、
午
前
10
時
か
ら

母
子
手
帳
と
妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受

診
票
（
公
費
負
担
に
よ
る
受
診
券
）
交
付

の
他
、
助
産
師
に
よ
る
お
話
や
妊
娠
中
の

様
々
な
相
談
に
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

※�

火
曜
日
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
が
い
ま

す
。

　

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
の
た
め
に
、
定

期
的
に
妊
婦
健
診
を
受
け
、
母
体
の
健
康

と
胎
児
の
成
長
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�

助
産
院
や
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し

た
場
合
、妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診
査
分
（
診

察
と
指
定
項
目
の
検
査
費
用
）
の
自
己
負

担
額
を
、
未
使
用
の
受
診
票
の
回
数
に
応

じ
て
限
度
額
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

申
請
時
に
受
診
票
裏
面
の
医
療
機
関
に
よ

る
健
診
結
果
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象

①�

県
外
の
医
療
機
関
で
自
己
負
担
で
受
診

し
た
場
合

②�

助
産
院
で
自
己
負
担
で
受
診
し
た
場
合

（
県
内
で
受
診
し
た
場
合
も
対
象
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①�

妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診
査
費
支
給
申
請

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
母
子
手
帳

③�

妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
（
氏

名
・
生
年
月
日
・
医
療
機
関
の
健
診
結

果
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

④�

口
座
の
わ
か
る
も
の
（
申
請
者
と
同
名

義
の
も
の
）

⑤�
領
収
書
（
原
本
の
返
却
を
希
望
す
る
人

は
原
本
と
写
し
の
両
方
必
要
）

⑥
印
鑑

　

市
内
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ

ア
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
野
生
鳥
獣
が
屋

根
裏
に
住
み
つ
い
た
り
、
田
畑
を
荒
ら
し

た
り
す
る
な
ど
の
生
活
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
動
物
は
攻
撃
的
で
す
。
出
く

わ
し
て
も
決
し
て
手
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

と
し
て
、
侵
入
口
を
防
ぐ
こ
と
や
エ
サ
と

な
り
得
る
も
の
を
取
り
除
く
こ
と
な
ど
、

被
害
の
原
因
を
探
し
、
そ
れ
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
す

　

な
お
、
生
活
等
へ
の
被
害
が
あ
る
場
合

は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

『
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消

法
）』
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

や
、
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等

お
よ
び
民
間
事
業
者
に
お
け
る
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措

置
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

［
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
］

①�

障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た

り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り

す
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
例
）

・�

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
施
設

の
利
用
や
習
い
事
の
入
会
を
断
る
こ
と
。

・�

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
を
断
る
こ
と
。

・�

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
由

で
、
飲
食
店
の
入
店
を
断
る
こ
と
。

②�

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮

を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
負
担
に
な

り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁
を

取
り
除
く
た
め
に
必
要
で
合
理
的
な
配

慮
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
例
）

・�

筆
談
、
文
章
の
読
み
上
げ
、
ゆ
っ
く
り

と
丁
寧
な
説
明
な
ど
、
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
を
工
夫
し
て
、
情
報
を
う
ま
く
提
供

で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

・�

案
内
表
示
の
文
字
を
大
き
く
す
る
と
と

も
に
、
弱
視
の
人
や
色
覚
障
が
い
者
の

人
に
も
配
慮
し
た
色
の
組
み
合
わ
せ
に

す
る
こ
と
。

※�

福
祉
課
窓
口
で
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
人
等
が
、
意
思
や
状
況
を
指
さ
し
で

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
活
用

し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（83）
１
１
４
１

Ｅ
メ
ー
ル　

fukusi@
city.chiryu.lg.jp

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
を
見
か
け
た
ら

環
境
課�

環
境
保
全
係

　
　
（
☎
（95）
０
１
５
４
）

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
早
め
に

届
出
を
し
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

�（
☎
（82）
８
２
１
１
）

助
産
院
や
県
外
の
医
療
機
関
で

妊
産
婦
・
乳
児
健
診
を
受
け
る
人
へ

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

�（
☎
（82）
８
２
１
１
）

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係（

☎
（95）
０
１
１
８
）
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市
で
は
、
進
ん
で
善
い
行
い
を
し
て
い

る
児
童
生
徒
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
積
極
的
に

学
校
や
地
域
な
ど
へ
働
き
か
け
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
な

ど
、
他
の
児
童
生
徒
の
模
範
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
木
下
慎
二
朗
（
知
立
小
学
校
）

　

周
り
の
児
童
へ
の
細
か
な
気
配
り
と
学

校
・
学
年
の
た
め
に
ひ
た
む
き
で
献
身
的

な
活
動
や
、
あ
い
さ
つ
運
動
で
の
前
向
き

な
取
り
組
み
。

○
山
田
美
萌
咲
（
猿
渡
小
学
校
）

　

通
学
班
の
班
長
と
し
て
、
下
級
生
を
気

遣
う
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
や
、
全
校
生

徒
へ
活
気
あ
ふ
れ
る
あ
い
さ
つ
を
と
い
う

願
い
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
運
動
の
啓
発
。

○
菅
沼
隆
志
（
来
迎
寺
小
学
校
）

　

け
じ
め
が
あ
り
、
男
女
を
問
わ
ず
分
け

隔
て
な
く
接
し
、
相
手
の
こ
と
を
気
遣
っ

た
心
優
し
い
言
動
や
、
居
心
地
の
よ
い
学

級
・
学
年
の
あ
り
方
を
考
え
た
責
任
感
あ

ふ
れ
る
言
動
。

○
向
坂
琢
磨
（
知
立
東
小
学
校
）

　

男
女
や
国
籍
を
問
わ
ず
、
分
け
隔
て
な

く
接
す
る
寛
大
な
心
や
、
全
校
児
童
へ
あ

い
さ
つ
運
動
の
啓
発
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
で
の
募
金
の
協
力
依
頼
な
ど
、
周
り
の

こ
と
を
優
先
し
た
行
動
。

○
根
本
征
来
（
知
立
西
小
学
校
）

　

友
人
に
温
か
い
気
持
ち
で
接
し
た
り
、

下
級
生
を
気
遣
っ
て
遊
ん
だ
り
す
る
な

ど
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
思
い
や
り
あ

ふ
れ
る
姿
や
、
一
斉
下
校
時
に
全
校
児
童

へ
安
全
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動
。

○
片
岡
紗
羽
（
八
ツ
田
小
学
校
）

　

三
年
間
、
地
域
の
催
し
に
自
ら
進
ん
で

参
加
し
、
下
級
生
に
優
し
く
教
え
た
り
、

自
治
会
主
催
の
公
園
や
溝
さ
ら
い
清
掃
を

積
極
的
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
自
ら
の

力
を
惜
し
み
な
く
発
揮
す
る
行
動
力
。

○
深
田
歩
里
（
知
立
南
小
学
校
）

　

困
っ
て
い
る
友
人
へ
の
心
優
し
い
言
葉

か
け
や
、
あ
い
さ
つ
運
動
で
の
率
先
し
た

啓
発
活
動
、
児
童
会
主
催
行
事
で
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
積
極
的
な
姿
。

○
大
竹
菜
穂
子
（
知
立
中
学
校
）

　

礼
儀
正
し
い
振
舞
い
、
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
や
、
ひ
た
む
き
な
清
掃
活
動
な

ど
、積
極
的
に
行
動
す
る
姿
。地
域
の
方
々

が
喜
ぶ
演
奏
を
め
ざ
し
た
吹
奏
楽
部
長
と

し
て
の
取
り
組
み
な
ど
、
相
手
の
気
持
ち

を
最
優
先
に
し
た
行
動
。

○
岡
田
一
輝
（
竜
北
中
学
校
）

　

相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
言
動

や
、
行
事
で
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
責

任
感
あ
ふ
れ
る
姿
、
三
年
間
、
生
徒
会
活

動
等
で
仲
間
の
た
め
に
尽
力
し
た
実
直
で

模
範
的
な
姿
。

○
馬
越
弓
奈
（
知
立
南
中
学
校
）

　

介
護
施
設
利
用
者
の
人
と
と
も
に
折
り

紙
や
お
話
を
す
る
中
で
、
元
気
づ
け
よ
う

と
月
一
回
程
度
、
一
年
間
継
続
訪
問
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
献
身
的
な
取
り

組
み
。

～
あ
な
た
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
～

　

市
で
は
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
推

進
の
一
環
と
し
て
、「
花
と
緑
の
写
真
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
知
っ
て

い
る
、市
内
で
見
ら
れ
る
お
す
す
め
の「
花

と
緑
」
の
景
色
を
、
写
真
と
一
緒
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
散
歩
や
通
勤
途
中
で
見

つ
け
た
名
木
、
地
域
で
人
気
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
、
お
す
す
め
の
景
色
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
写
真
は
、
市

作
成
の
「
花
と
緑
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
へ
の

掲
載
候
補
写
真
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

氏
名
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
、電
話
番
号
、花
・

木
の
名
前
、
撮
影
場
所
（
目
印
と
な
る
も

の
な
ど
場
所
を
特
定
で
き
る
こ
と
）、
撮

影
時
期
、お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
明
記
し
、

写
真
（
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
の
場
合
は
、
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
で
１
MB
以
内
）
を
添
付
し
て

郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先　

〒
472
―
８
６
６
６　

住
所
不

要　

知
立
市
役
所
都
市
計
画
課
公
園
緑
地

係
、
Ｅ
メ
ー
ル

tosikeikaku@
city.chiryu.lg.jp

▼
応
募
期
間　

通
年

▼
注
意
事
項

・�

個
人
宅
の
情
報
に
関
わ
る
場
合
や
募
集

の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

応
募
写
真
は
自
身
で
撮
影
し
た
も
の
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
写
真
の
著
作

権
は
本
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

富
士
機
械
製
造
株
式
会
社
様
か
ら
、
西

町
児
童
遊
園
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
来
園
の
際
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

善
行
児
童
生
徒
の
表
彰

学
校
教
育
課�

学
校
教
育
係

（
☎
（95）
０
１
３
６
）

西
町
児
童
遊
園
に
多
目
的
ト
イ

レ
を
設
置
し
ま
し
た

都
市
計
画
課�

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）

「
花
と
緑
の
写
真
」を
募
集
し
ま
す

都
市
計
画
課�

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）
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【歳入】
科　目 金額（千円） 内　容

分担金および負担金 5,548,246 関係5市からの負担金
使用料および手数料 14,867 消防関係許可の手数料等

国庫支出金 3

県支出金 42 煙火消費許可事務等に係る交
付金

財産収入 538 財産の貸付収入

寄附金 1

繰越金 50,000 前年度剰余金
諸収入 10,103 防火管理講習料など
連合債 835,200 借入金

合計 6,459,000

【歳出】
科　目 金額（千円） 内　　　容

議会費 2,336 広域連合の議会運営に必要な費用

総務費 213,751 連合事務所の維持管理、人事管理など
の総務関係に必要な費用

消防費 6,212,837 消防署、消防車両、消防団、消防水利
などに必要な費用

公債費 10,076 消防施設・設備整備の借入金償還費用
予備費 20,000

合計 6,459,000

□
広
域
連
合
議
会

　

平
成
28
年
第
１
回
衣
浦
東
部
広
域
連
合

議
会
定
例
会
が
、
２
月
９
日
に
広
域
連
合

議
場
（
刈
谷
市
役
所
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
質
問
の
ほ
か
行
政
不

服
審
査
法
の
施
行
等
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
始
め
８
件

の
条
例
制
定
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）、
平
成
28
年
度
衣
浦

東
部
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
な
ど
計
10

件
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
成
立
さ

れ
ま
し
た
。

□ 

平
成
28
年
度
衣
浦
東
部
広
域
連
合
一
般

会
計
予
算
を
原
案
ど
お
り
議
決

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
64
億
５
千
900
万
円

で
、
主
に
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
総

合
整
備
事
業
に
係
る
経
費
に
よ
り
、
前
年

度
よ
り
14
億
６
千
400
万
円
、
約
29.3
％
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
圏
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
、
消
防
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
幹

部
候
補
生
お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
の
募
集

を
実
施
し
ま
す
。

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

▼
応
募
資
格

大
卒
程
度
試
験　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

院
卒
者
試
験　

20
歳
以
上
28
歳
未
満

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間　

５
月
６
日
㈮
ま
で

▼
第
１
次
試
験　

5
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

※�
15
日
㈰
は
、
飛
行
要
員
を
希
望
す
る
人

の
み

○
試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・

専
門
試
験
）

▼
第
１
次
試
験
合
格
発
表　

６
月
３
日
㈮

▼
第
２
次
試
験
（
試
験
科
目
）　

小
論
文
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

【
予
備
自
衛
官
補
】

▼
受
験
資
格

一
般
公
募　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

（
平
成
28
年
７
月
１
日
現
在
）

技
能
公
募　

18
歳
以
上
～
55
歳
未
満

（
平
成
28
年
７
月
１
日
現
在
）

※
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人

▼
受
付
期
間　

４
月
８
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日　

４
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫

▼
合
格
発
表　

５
月
20
日
㈮

　

現
在
、
志
願
受
付
中
で
す
。
詳
し
く
は

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

都
市
計
画
道
路
「
池
端
線
」
の
廃
止
案

に
伴
う
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

大
会
議
室

　

下
水
汚
泥
を
利
用
し
た
「
サ
カ
イ
カ
ン

ピ
」
の
製
造
終
了
（
平
成
28
年
３
月
）
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
配
布
数
量
を
確
保
す
る
た

め
、
受
付
時
間
等
を
次
の
と
お
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

①
午
前
10
時
②
午
後
２
時

▼
配
布
量　

各
時
間
150
袋

▼
配
布
方
法　

受
付
時
間
で
の
人
数
で
配

布
量
（
150
袋
）
を
均
等
割
り
し
ま
す
。

※�

受
付
は
、
１
日
１
回
限
り
で
車
積
載
等

に
よ
り
上
限
数
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

衣
浦
東
部
広
域
連
合
議
会

衣
浦
東
部
広
域
連
合
事
務
局�

総
務
課

（
☎
（63）
０
１
３
１
）

平
成
28
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
の
募
集

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

安
城
地
域
事
務
所　

�（
☎
（74）
６
８
９
４
）

都
市
計
画
道
路「
池
端
線
」廃
止
案

に
伴
う
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

都
市
計
画
課�

都
市
企
画
係

（
☎
（95）
０
１
２
９
）

サ
カ
イ
カ
ン
ピ
配
布
終
了
の

お
知
ら
せ

知
立
建
設
事
務
所�

都
市
施
設
整
備
課

下
水
道
管
理
グ
ル
ー
プ（

☎
（82）
６
４
８
５
）
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